
※ダムがなかった場合の水位はダム地点の調節量を

ダム直下流の落合地点の水位低減量に換算しています。

約１．５６ｍの水位低減

ダムなし ダムあり

４．２５m → ２．６９m

ダムがなかった場合の想定水位

４．２５ｍ

実績水位

２．６９ｍ

↓

二瀬ダムの洪水調節効果（落合）

荒川水系荒川 二瀬ダムの効果（平成２８年８月２２日１９時現在 台風９号）

速報値

○台風９号に伴う降雨で二瀬ダム上流域において、時間最大が２９．６ｍｍ、累加雨量１３０ｍｍとなりダムへの最大

流入量は４２２ｍ３／に達しましたが、ダムに２８９ｍ３／ｓを貯留することにより放流量を１３３ｍ３／ｓに抑えました。

○今回の降雨による出水において、約２８８万ｍ３（東京ドーム2.3杯分）の水を貯留し、下流の洪水被害軽減を図りました。
○ダム直下流の落合地点（秩父市大滝）では、１５６ｃｍの水位を低減させる効果があったものと推測されます。

台風による洪水のダムへの貯留（模式図）

ダムに２８８万ｍ３を貯留

（東京ドーム２．３個分）9.9m上昇

今回出水の最高水位 ５１５．９７ｍ ８／２２ １９：００

出水前 ５０６．０７ｍ ８／２２ １０：００
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貯水位ｍ

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 544.0m

最大時間雨量

22日14時 29.6mm
累加雨量

130mm

最高水位
EL 515.97m

最大流入量

22日16時
418.13m3/s

ダム貯留量

288万m3

最大放流量

22日19時 270m3/s
最大流入時

洪水調節量

249m3/s

※落合は、ダム下流約３ｋｍ地点です


